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第 1回 緑台・陽明小地域 地域別懇談会の概要 

日  時：平成 23年 9月 11日（日） 

午前 10時～12時 

場  所：第 2自治会館 

参加人数：21名  

 
1 懇談会の趣旨説明 

 少子高齢化に伴い、地域の活力の低下が懸念されている。 
 市内でも、地域ごとに特性が異なるため、地域コミュニティごとに適切な対応を考える必要が

ある。 
 これからは、次の考え方を基本として地域の課題に対応していきたい： 
・住民とともにめざすべき地域の姿を考え、地域ビジョンを検討・策定する 
・地域が目指す将来像を実現するため、地域分権制度を検討・構築する 
・これまでの取組みの蓄積を活かすため、地域ネットワークと連携する 

 今日は、みなさんに闊達な意見交換をしていただきたいと思います。よろしくお願いします。 
 
2 グループワーク 

高齢者の増加、一人暮らしの方の生活について、問題意識が共有された。特に本地域では、認知

症の人を各家庭で背負い込んでしまうのではなく地域で支え合えないかという意見が盛んに出さ

れた。 
地域活動の担い手減少、役員のなり手不足など、活動上の課題が把握された。また、交通事故の

増加、病院の設備や対応など、生活環境について幅広く意見交換がされた。 
 

《Ａ班》 戸根さん、深沢さん、津田さん、後藤さん、岡本さん、桑野さん、光本さん 

 
地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど 

・ 障がい者の居場所がない 

・ 高齢者一人暮らしのサポート 

・ 認知症による近所迷惑行為 

 

・ 配食センターがない 

・ ボランティアの人材育成 

・ 民生委員の担い手不足 

・ 介護ステーション整備 

・ 福祉関係の財源確保 

 

 

・ 委員の処遇改善 

 

・ 緑台老人福祉センターの入浴を有料化 

・ 高齢者交通安全の対策  
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地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど 

・ 坂道が多い 

・ 交通事故増加防止 

・ 多田大橋に信号がほしい 

・ 主要道路に違法駐車が多い 

 

 

・ 取り締まり強化 

・ 西友駐車場の立体化と増強 

・ 清流台の災害 

・ 災害発生時に住民に知らせる方法 

・ 防災無線と地区放送システム 

・ 防火水槽の上の有効活用 

・ 避難のための、清流台高台に避難搭屋を建設 

 

 

・ 防災機材を設置 

・ 公園清掃をする人がいない 

・ 公園 4か所の保全整備 

・ 遊具が撤去されて、新しい遊具が来ない 

・ 公園を防災などに有効に使う 

・ 小・中学生を月１回公園清掃に駆り出す。社

会勉強・ボランティア精神の育成 

・ 清掃の一元化を 

・ 公園管理費を配分 

・ 会社 OB 

・ 向三軒両隣、助け合い 

・ 団体の役員のなり手の減少 

 

・あいさつ運動の推進 

・ 緑中の人数が少なすぎる 

・ 小・中学校の学級が減少 

・ 学校の空き教室の使用、憩いの場 

・ 小学校を統合して、小中一貫校に 

・ 保育所がない ・ 松風幼稚園に保育所を設ける 

・ 小学校に保育所併設（行政・市に任せる） 

・ コンビニが一軒しかない  

・ 樹木の管理不十分 ・ 市の条例強化 

・ 大きな図書館がほしい 

・ 150～250人くらい集合できる設備がほしい 

 

 
 
 

《B班》 高垣さん、文元さん、倉藤さん、大村さん、藤澤さん、今岡さん、楠本さん 

 
地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど 

・ 個人情報の保護で、以前ほど住民がつながる

ことができない 

・ 地域のコミュニケーション不足 

・ ぬくもりのある地域の復活 

・ 法律をなんとかする 

・ イベントへの参加者を増やす 

・ 昔ながらの向三軒両隣、あいさつを推進する 

・ 「あいさつロード」をつくる 

・ 人口減少、地域の活力低下、淋しくなる 

・ 高齢者の増加、地域活力の低下 

・ 若年層の減少（小・中・幼の存続の難） 

・ 人口増加に成功している他自治体の例を学習

する 

・ 保育環境の充実 
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地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど 

 ・ 若者が働く場を増やす 

・ 子育て世代に快適なまちづくりをする（空き

家対策にもなる） 

・ 土地区画見直し、マンションなど集合住宅を

増やす 

・ 自治会役員のなり手がない 

・ 会員の減少 

・ 自治会の仕事が多すぎるので、簡素化してい

く 

・ パトロールなどしているが、犯罪がなくなら

ない 

・ 緊急時の連絡態勢を整える 

・ 空き地空き家の増加 

・ 第１木曜日に決めているがランダムに少人

数で回る 

・ 連絡網の見直し 

・ 自治体による借り上げ 

・ 楽しく遊べる公園がない 

・ 公園ではボール遊びは禁止、遊具もなく遊べ

ない 

・ 利用者の数を増やして、声を高める 

・ 公園に特徴を持たせる。ボール遊び OK、花

が植わっている、遊具がいっぱい、など 

・ 野良犬猫の増加。近隣トラブルにも 

・ ペットを飼っている人が異常に増えている。

しつけができていない 

・ ペットのしつけ教室を開く 

・ 野良ネコ対策、エサをやらない 

・ 歩道の段差が大きい。車イスに不便 ・ 要望する 

・ 独居老人、家庭の増加 

・ 認知症対策 

・ 高齢者が共同で住める住宅 

・ みんなが理解し、各家庭だけでなく、地域で

支えるシステムをつくる 

・ 市民後見人を検討 

・ メイン道路の交通量の増加 

・ 地域内なのにタクシーを利用 

・ 交通事故の増加、信号が少ないから 

・ パトロールを増やす 

・ コミュニティバスの検討 

・ 一方通行を増やす、信号を増設する 

・ 通り抜けの場所でごみの不法投棄 ・ 地域で日常的にきれいに保ち、投棄しにくく

させる 

 
 

      

《C班》 中島さん、大石さん、松尾さん、高田さん、平井さん、櫻井さん、久恒さん 

 
地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど 

・ 高齢者の一人暮らしが増え、行事がしにくく

なってきた 

・ 老々生活で、ちょっとしたこともできにくく

・ アイネットの PR 

・ オレンジリングの PR 
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地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど 

なってきた（電球交換、大型ごみ出し、植木

の手入れ） 

・ 買い物や外出も不便 

・ 認知症を家庭で抱えてしまって、地域では見

えにくい 

・ 元気老人だけでなく、外に出てこない人の声

を受け取れない 

・ 高齢者、児童虐待を発見するのが難しい 

・ 高齢者が道路を斜め横断して危ない 

 

・ 高齢者が増えてきているので、24時間対応の

病院がもっと必要 

・ 川西病院では急患を受け入れてくれない 

・ 川西病院は患者対応が悪い 

・ 川西病院の課題をなんとかする 

・ 自治会の脱会者が増えている 

・ 民生委員のなり手がない 

・ ゴミ当番がいやなので自治会に入らない 

・ 助け合い活動の担当者が高齢化により減少

している 

 

・ 近隣住民の把握 

・ 緑台福祉センターの利用問題 

・ 保育所がない 

 

・ 助け合い活動の中身を宣伝しにくい、NPOは

事業者枠になってしまっている 

 

・ 空き家の手入れ不足、草が茂り、ゴミが投げ

込まれたりしている 

 

・ 犬猫のフンについて 

・ ゴミ問題置き場所、備え付けの用具統一 

・ 条例化して禁止する 

・ 各班で話し合う 

・ 路上駐車により、緊急車両が入れないのでは 

・ 緑台地区での一方通行が非常に困っている 

・ 広報に載せる、広報車で宣伝 

・ 緑台公民館の前で高校生が乗り降りするの

で、朝のラッシュ時に渋滞が起こる 

・ 高校選抜制度が変わったことによる減少。個

人で迂回するなりして対応する 
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3 各班の発表概要 
●A班 

・ 活発な話し合いになり、たくさんの意見が出た。地域でいろいろ取り組んできたが、できるこ

ととできないことがある。 
・ ヒト・カネ・モノが大切だということを確認した。 
・ この地域の資源は緑である。空き地・空き家はグリーンハイツ不動産を立ち上げて管理すれば

どうだろう。 
 
●B班 

・ 高齢者が多く、若い人が少ないことが気にかかる。若い人に住んでもらいやすいように、若者

の働く場所や保育所を設ければいいと思う。それが住民の増加につながって、市の税収が上が

り、いい循環が生まれる。 
・ 平成 28年には新名神も通ることだし、動向を見守りたい。 

 

●C班 

・ 何かをするには、お金が必要だと思う。 
・ ゴミ分別がちゃんとされない問題については、説明書きの字が小さいのが原因の一つ。 
・ 市民病院は多少使い勝手に問題がありそう。 
・ 認知症は地域で支え合うために、掘り起こしが必要。そのために、PRや広報をする。 
・ 高齢者の居場所づくりのために、いろいろな活動をしているところ。もっと PRしていきたい。 


